
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～互いに尊重し だれもが支えあうまち へきなん～ 

第３期碧南市障害者計画（令和３年度～令和８年度） 

第６期碧南市障害福祉計画（令和３年度～令和５年度） 

第２期碧南市障害児福祉計画（令和３年度～令和５年度）  
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令和３年３月 

碧 南 市 



 

 

は じ め に 

 

碧南市では、［障害者計画］と［障害福祉計画］を 

一体化した［へきなん障害者ハーモニープラン］を平 

成２４年に策定して以降、平成３０年には［障害福祉 

計画］を見直すとともに［障害児福祉計画」を一体化 

させて改訂し、“ひとが人間（ひと）としてあたりまえ 

に暮らせる市民協働による地域で育む自立支援社会づ 

くり”の構築に向けて、すべての障害のある人の地域で 

の自立と社会参加の実現をめざして、障害福祉施策を 

展開してまいりました。 

近年、障害の重度化と高齢化が進み、福祉ニーズがますます複雑・多様化しており、

また、感染症への対策という新たな課題にも直面しています。このなかで、すべての

人が障害の有無に関わらず、相互に個性や人格を尊重し合い、必要な支援を受けなが

ら、様々な社会参加が可能となる共生社会の実現が求められており、当事者の視点に

立ち、行政や専門機関が連携し、様々な障害福祉施策を総合的に推進していくことが

必要となってきています。 

このため、国の動向をはじめ、碧南市の障害者福祉を取り巻く現状や課題、これま

での取り組みの成果を踏まえ必要な見直しを行い、“互いに尊重し だれもが支えあ

うまち へきなん”を基本理念として［へきなん障害者ハーモニープラン（第３期碧

南市障害者計画・第６期碧南市障害福祉計画・第２期碧南市障害児福祉計画）］を策定

いたしました。 

“基本的人権の享有と個人としての尊重”、“共生社会の実現”、“差別の禁止”の３つ

を本計画の基本的原則に掲げ、障害福祉の推進に引き続き努めてまいります。 

最後になりましたが、本計画の策定にあたりまして、熱心にご協議を賜りました碧

南市地域自立支援協議会の皆様をはじめ、ヒアリング調査にご協力いただきました関

係団体等の皆様、アンケート調査にご協力いただきました市民の皆様に心より感謝申

し上げます。 

 

 令和３年３月 

 

 

  


